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　１０月２８日、文化会館で、まんが田中正造発刊

記念シンポジウム ｢よみがえる郷土の偉人｣ が開催

されました。

　市では来年、平成２５年に田中正造翁の没

後１００年を迎えるにあたり、正造翁の功績

をたたえようと顕彰事業を進めています。こ

のシンポジウムは ｢まんが田中正造｣ の発

刊を記念し、原作者の水樹涼子さん ( 作家 )、

作画を監修された千葉修平さん ( 文星芸術大

講師 )、坂原辰男さん ( 田中正造没後１００

年顕彰事業を進める会会長 ) らを迎え開催さ

れました。

　シンポジウムに先立って行われた水樹さんの基調講演では、執筆に

まつわる話が紹介され、作品に込めた思いや、作品を描いたうえで感

じた思いが話されました。

　また、水樹さん、千葉さん、坂原さんに、岡部市長を交えて行われ

たパネルディスカッションでは、今後の顕彰事業の展開やまんが制作

に込めた思い、また、史実に基づいた解説などが話されました。

　このほかくずう民話の会・語り部の部により正造翁の語り部が行われたほか、旗川小の 4年生が正造翁

の生涯を描いた寸劇を披露。想いがこもった語り部と、児童たちの熱演に大きな拍手が送られました。

　 正造翁の訴えは、産業と自然環境の再考が必要な現在に通ずるものがあります。この没後１００年を

機に、あらためて郷土の偉人・田中正造翁の功績をたたえましょう。
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まんが田中正造発刊記念シンポジウム
｢よみがえる郷土の偉人｣

　１１月１１

日、第８回佐野

市民駅伝競走大

会が開催されま

した。

　この大会は、

地域の親睦を深

め、競技層の拡大や明るく住みよい地域社会づく

りを目的に毎年１１月に開催されています。

　市内各支部を代表する選手たちは、沿道の観客

たちの声援に励まされながら、精一杯の走りでタ

スキをつなぎ、ウッドランド森沢から葛の里壱番

館前までの１９．０３キロ

を駆け抜けました。

　なお、上位チームの成

績は以下の通りです。

　優勝　：犬伏支部

　準優勝：城北支部

　第３位：赤見支部

佐野市民駅伝競走大会栃木県高等学校駅伝競走大会
　１１月３日、栃木県高等

学校駅伝競走大会 ( 男子第

６５回・女子第２７回 ) が、

運動公園周回コースで開催

されました。

　この大会は、前回まで高

根沢町で行われていました

が、今回から佐野市での開

催となりました。選手たち

は運動公園陸上競技場でタスキをリレーし、周辺

の周回コースを力走。沿道では市民の皆さんや各

学校の関係者・生徒たちからの熱い声援が飛び交っ

ていました。

　男子は白鴎大学足利高校が

初優勝、女子は那須拓陽高校

が１２年連続優勝を果たしま

した。男子で大会３連覇を目

指した佐野日大高校は、９秒

差で惜しくも２位となりまし

た。
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　１１月６日、葛生あくとプラザなどの３つの

会場で、佐野市葛生地区社会福祉協議会の主催

により、葛生地区に住む高齢者の皆さんに新そ

ばが振る舞われました。

　この日は同地区宮本

町出身で、現在は市外

でそば店を営む新里宗

一さん ( 栃本町 ) を中

心に７人の方が、打ち

たて・茹でたてのそば

を提供しました。

　３会場で計３００人

の方にそばが振る舞わ

れ、このうち、葛生あくとプラザに集まったお

年寄りは約１５０人。新そばの味に ｢美味しい、

美味しい｣ と声を上げながら笑顔を見せたほか、

久しぶりに会った方々と楽しそうに談笑してい

ました。

　 主催された佐野市葛生地区社会福祉協議会の

長島明二会長は ｢そばを味わうだけでなく、こ

うして家の外に出て、いろいろな方と顔を合わ

せてもらうことで孤立化を防いでいきたい｣ と

話していました。
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　１０月２３日、吉水小学校において、PTA文化補導

委員会主催の教育講演会が開催されました。

　講師には教育評論家の萩本悦久さんをお迎えして、

「コミュニケーションを育てる４つの あい″」という

演題で、お話をうかがいました。

　現在の子どもたちは、テレビゲームやパソコンに

代表される「画面社会」の中で、ひとり遊びのために、

社会性や共感性が働かなくなってきているそうです。

そこで、コミュニケーション能力を身につけるため

に、①信じ合う、②ほめ合う、③挨拶し合う、④感

謝し合うことの大切さを話されていました。

　また講演では、２歳年

上の兄であるタレントの

萩本欽一さん（欽ちゃん）

との幼少期の思い出話な

どをユーモアたっぷりに

話してくださり、そうし

た話の中から「子育ての大

切さ」を話されました。

　会場には、保護者の方ばかりではなく、地域の方々

も多数来られていて、家庭・地域社会における教育問

題への関心の深さが感じられるとても有意義な講演

会でした。　　　　　　　　（市民記者　山口万里子）
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